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大学アメリカンフットボール選手の身体的特性に関する研究（1）

松元　剛，宮丸凱史

Physica1and　performance　characteristics　of　university　footba11p1ayers

Tsuyoshi　MATSUMOTO，Masashi　MlYAMARU

　The　purpose　of　this　investigation　were　to　determine　the　performance　and　physio1ogic

characteristics　of71university　footba11p1ayers　in1995，and　to　compare　the　present　va1ues

with　yaIues　reported　for　other　teams　footba11p1ayers．

　Body　composition　was　eva1uated　by　height，weight，％body　fat　and　fat舟ee　weight．

Maxima1strength　va1ues　were　eva1uated　by　one－maxima1bench　press　and　isokinetic　knee

extension－f1exion　musc1e　strength．Speed　and　power　were　eva1uated　by　a　vertica1jump　and

a40yard　sprint．The　main　resu1ts　were　as　fo11ows：

1）Al1items　of　footbal1p1ayers　were　more　superior　Ya1ues　than　those　of　genera1

　　students．

2）％body　fat　of　the　present　university　footba11p1ayers　was　higher　and　fat－free　weight

　　was1ower　than　that　of　other　footba11p1ayers．

3）Expertise’s　vaIues　were　higher　than　no▽ice’s　va1ues　for　performance　and　physio1ogic

　　characteristics．

4）Linemen’s　body　composition　and　maxima1strength　were　more　better　than　those　of

　　backs，but　backs’s　speed　was　most　exce11ent．

【緒　言】

　アメリカ人の合理的でかつ現実的な発想の

もとで生まれ，球技全般の要素と格閾技的要

素とを含んだアメリカソフットボールは，そ

の競技特性として，1）攻撃と守備が明確に

区別されていること，2）ポジショソにおげ

る役割分担がはっきりしていること，3）防

具が高度に発達していることが挙げられる。

特に，ポジショソの細分化ははっきりしてお

り，1チームのポジショソ構成は次のように

なっている。まず攻撃チームは，自チームの

ボールをタックルから守るために，守備選手

に対し積極的にコソタクトを行うブロッキソ

グ技術専門のオフェソシブ’ライソメソおよ

びタイト・エソド，ボールを持って走るラソ

ニソグプレー専門のラソニソグ1バック，パ

スキャッチ専門のレシーバー，ボールを投げ

ることを専門に行うクォーターバックから構

成されている。一方，守備チームは，オフェ

ソシブ’ライソメソのブロッキソグと常にコ

ソタクトを行いながら，ボールに対Lタック

ルを仕掛けるディフェソシブ．ライソメソ，

ディフェソシブ・ライソメソの後方に位置

L，ラソニソグプレーおよびバッシソグプ

レーいずれにも積極的にタックルを行うライ
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ソバッカー，そして最後方に位置し，主にパ

スされたボールにリアクショソするディフェ

ソシブ・バックから成り立つ。

　ところで，アメリカソフット余一ルのプ

レースタイルにおける特長は，1つ1つのプ

レー自体がセットプレーであり，しかも，プ

レーに費やされる時問が約10秒程度と非常に

短いことである。したがってチームサクセス

の鍵は，短時問の中で上記したポジショソの

選手が，いかにそれぞれの役割を遂行できる

かにかかっているが，上述したように全ての

ポジショソにコソタクトが許されているた

め，形態的要素とともに体力的要素が重要な

要因に挙げられることは疑う余地はない。こ

のことは，米国におげるアメリカソフットボー

ル選手を対象とした先行研究1）・2）15），12）に

おいて，形態面および，体力面などを中心と

一したものが，数多く報告されていることから

も裏付げされる。しかL，我が国においての

アメリカソフットボールに関する研究は，上

記の競技特性を考慮して，アメリカソフット

ボールにおげる傷害発生や受傷機転といった

スポーツ傷害6），7）・11）に関するものが多く，

形態的および体力的にとらえたものはほとん

どみられない。

　そこで今回は，大学アメリカソフットボー

ル選手を対象に形態および体力的特性をその

競技特性に照らし合せながら明かにすること

を目的とした。なお，測定項目は先行研究に

従い，身長，体重，体脂肪率，除脂肪体重，40

ヤード走，垂直跳び，12分問走，ベソチプレ

ス，等速性膝伸展一屈曲筋力とした。

【方　法】

対象は関東大学アメリカソフヅトボール

リーグ1部に所属する丁大学アメリカソフッ

トボール部選手71名とした。

ポジショソの内訳は，攻撃チームがオフェ

ソシブ・ライソメソ（OL）12名，タイトエソ

ド（TE）2名，ラソニソグ・バック（RB）9

名，クォーター・バック（QB）4名，ワイド

レシーバー（WR）11名である。一方守備チー

ムはディフェソシブ・ライソメソ（DL）9

名，ライソバッカー（LB）8名，ディフェソ

シブ・バック（DB）16名である。

　測定項目は，形態測定項目として身長，体

重，体脂肪率，除脂肪体重，体力測定項目と

して40ヤード走，垂直跳び，12分問走，ベソ

チプレス，等速性膝伸展・屈曲筋力とした。

体脂肪率，除脂肪体重はイソピーダソス法

（TANITA，TBF－101）で行った。また，等

速性膝伸展・屈曲筋力はBIODEX（バイオ

デックス杜製，米国）を用いて測定した。被

検老にBIODEXの上で椅座位姿勢をとらせ，

足首を入カレバーに固定した。被検老には，

60，300度／秒の2種類の角速度で，伸展・屈

曲運動を最大努力で行わせた。各速度の試技

回数は3回とし，いずれの測定ともピークト

ルクの値をデータとして用いた。膝関節の運

動域は伸展・屈曲筋力とも膝関節が90度の屈

曲位から完全伸展位までであった。

　なお，統計処理の有意差検定では，5％水

準以下を有意とした。

【結　呆】

1）ポジショソ別形態特性

　各ポジショソ別の身長，体重，体脂肪率，

除脂肪体重を表1に示した。

　身長はOL・TEが179．6±4．0cm，DLが

176．0土5．9cmとRB・QB，WR，DBより有

意に高い値を示した。

　また体重，体脂肪率，除脂肪体重において

も同様の傾向があり，OL・TEおよびDLが一

RB・QB，WR，DBに比べて有意に高い値を

示した。

2）ポジショソ別体力特性

　各ポジショソ別の40ヤード走，垂直跳び，

12分問走，ベソチプレスの平均値と標準偏差

を表2に示Lた。

　40ヤード走においては，RB・QBが4．8±
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O．1秒，WRが5．0±0．2秒，DBが4．9±0．2秒

とOL・TEおよびDLに比べて有意に速い傾

向にあった。しかし，ベソチプレスにおいて

は0L・TEが104．6±21．5kg，DLが1O1．8±

！4．8㎏と逆にRB・QB，WR，DBより有意

に高い値を示した。

　なお，垂直跳び，12分問走においてはポジ

ショソ問におげる有意た差を見いだすことは

できなかった。

3）ポジショソ別等速性膝伸展・屈曲筋力

　各ポジツヨソ別におげる等速性膝伸展・屈

曲筋力の平均値と標準偏差を表3に示した。

角速度60度／秒におげる膝伸展および屈曲時

のピークトルク値は0L・TE，DL，LB群が

BACKS群に比べて高い値を示Lた。角速度

300度／秒時の膝伸展および屈曲時のピークト

ルク値はグループでの順位は一定せず，有意

な差も認められなかった。

4）競技能力別・ポジショソ別形態特性

　身長，体重，体脂肪率，除脂肪体重につい

て，それぞれのポジショソにおいてレギュ

ラー選手と非レギュラー選手とに分げ，表4

に平均値と標準偏差を表した。

　身長におけるDBと体脂肪率におげるOL

TEを除くと，各ポジショソとも身長と体

脂肪率においては有意な差は見られない。し

かし，体重においてはOL・TE，RB・QB，

LB，DBにおいてはレギュラー選手群が非レ

ギュラー選手群に比べて有意に高く，また，

除脂肪体重においてはOL・TE，RB・QB，

DL，DBにおいてレギュラー選手群が同様に

非レギュラー選手群に比べて有意に高いこと

が判明した。

5）競技能力別・ポジショソ別体力特性

　40ヤード走，垂直跳び，12分問走について

それぞれのポジショソにおいてレギュラー選

表1　ポジショソ別身体的特性

OL・T1三

RB・QB

WR
阯
LB

DB

身長（Cm〕

179．6土4．O

172．3±5．3

173．1±3．5

176．O±5．9

174．1±3，1

171．1±4．8

体童（㎏〕

85．1土9．3

71．7±5．8

67．6土4．4

85．6±7．6

77．6±6．1

68．7±4．5

体脂肪率（％）

24．3±6．2

20．2±2，O

18．9±2．O

27．6土5．9

24．3±4．O

19．5±2．9

除脂勝体童（㎏）

62．5土3．3

56．6±3．4

53，8±3．1

60．3±4．9

58，O±4．5

55．4土5．2

表2　ポジショソ別体力特性

◎L・TE

RB・QB

WR

1
DB

40ヤード云皇（sec．〕

5．2土O．1

4．8±0．1

5．0±O．2

5．2±O．O

5．1±O．2

4．9±0．2

嚢直跳び（Cm〕

60．1±7，3

64．1±7．O

58．0±4．7

60．3±6．6

64．2±6．6

6311±8．O

12分間走（m〕

2678土203

2781±166

2675土256

2625±193

28∞±145

2965±201

ベンチプレス（㎏）

104．6±21．5

94．6±16．8

87，2±15．2

101．8±14．8

86．O±16．3

89，6：止18．5

表3　ポジショソ別等速性膝伸展一屈曲筋力

．O」・TE

RB・QB

WR
眈
LB

DB

EX60R（NM）

240．O±54．0

230，4±27，9

200．7±22．8

237．O±33．8

255．5±23．2

208．2±47．8

EX60L（NM）

255，6土33．0

216．4±32．1

209．5±29．O

226．4土31．2

248．1±31．3

212．6土41．2

FX60R（NM）

137，O土15．6

125．7±19．4

119，4±10．4

132．8土26．4

138．5土24．8

119．3土12．3

FX60L｛NM）

141．7土9．4

126．6±21．7

116．1土13．5

123．2±18．7

138．8±28．8

106．8±33．6

EX300R（NM）

117．4±28．9

108．4±11．O

100．5±15．2

105．8土19．2

129．7±14．6

95，O±28．2

EX300L（NM）

127．4±25，4

98．5土17．1

103．8土20．2

98．2±8．9

128．4土11．3

87．3±36．9

FX300RくNM）

82．1±18，9

76．9±12．6

65，5土25．5

55．3±21．O

76，2：止37．O

67．6±27．9

FX300L（NM）

104．6±21，5

94．6±16．8

87．2±15．2

57．2土21．8

89．2±18，9

66．4：ヒ24．3
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(-R ; l/~i~~ ~ _~~, -N ~~ v~i * ~ -~1~) 

身長（Cm） 体重（k9） 体脂肪率（％） 除脂肪体重（㎏）

OL1TE－R（N＝7） 179．5±3．4 91，7±6．6非 27．9±3．2＊ 64．5±2．7＊

OL・TE－N（N＝7） 179．4±4．8 78．5±6．5 20．6±6．5 60，5±2，8

RB・QB－R（N＝7） 172．4±5．8 75．2±4．9ホ 20．4±1．7 58－1±3．3非

RB・QB－N（N＝6） 172．2±5．2 68．1±4．5 19．9±2．6 54．2±2．1

WR－R（N＝6） 172．2±4，4 67，1±5．5 18．5±1．7 53．8±3．9

WR－N（N＝5） 174．2±1．9 67．6±3．3 19．4±2．4 53．8±2．1

D」R（N4〕 176．8±6，1 89．5±6．7 27．6±6．2 63．8±2．8ホ

DトN（N＝5） 175．3±6．3 82．4±7．4 27．5±6．5 56．7±3．7

LB－R（N4） 174．7±1．2 82，4±2．6＃ 26．6±2．9 59．8±3．3

LB－N（Nオ） 173，5±3．9 72．9土5．8 21．9±4．0 56．2±4．8

DB－R（N≡4） 174．O±4，3＊ 71，9±3．4＊ 19．8±2．3 59．5±7．5‡

DB－N（N＝12） 170．O±4．7 67．6±4．4 19．4土3．2 53．7±3．1

* ; p<.05 

~~5 ~;~~~~ )J~IJ4~~7~{~~1~ (-R 

 

L/~~ :L ~ -~~~, -N ~~ v~ * ~ -~i~) 

40ヤード走（SeC．） 垂直跳び（Cm） 12分悶走（m） ペンチプレス（㎏）

OL・TE－R（N＝7） 5．4±O．2 60．O±4．3 2650±229 120．7±11．3ホ

OL・TE－N（N＝7） 5．2±O．2 60．2±9．2 2700±216 85．8±13．1

R8・QB－R（N＝7〕 4．9±O．2 66．6±5．7 2783±275 104．2±13．0＊

RB・QB－N（N＝6） 4．9±0．1 62．1±7．9 2780±103 83．3±14．O

WR－R（N＝6） 4．9±0，2 56．1±3．9 2670±277 92．5±17．8申

WR－N（N：5） 5．1±O．3 60．3±5．1 2683±275 81，0±9．6

DL－R（N4） 5．3±O．2 03．O±0．O 2600±103 111．6±20．8

DL－N（N＝5〕 5．2±O．O 57．8土2．5 2533土76 96．O土7．4

LB－R（N4） 5．1±O．3 70．2±7．4 26∞±80 100．5±14．3ヰ

LB－N（Nオ） 5．0±O，O 61．2±5．4 2850±145 82．5±16．3

DB－R（N＝4） 4．8±O．2＊ 69．0±5．砕 3050±70 108．3±10．4ヰ

DB－N（N＝12） 5．1土O，2 61，8±8．2 2943土221 85．O±17．3

* ; p <.05 
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ポジショソにおいてレギュラー選手群が非レ

ギュラー選手群より有意に高い値を示した。

6）競技能力別・ポジショソ別等速性膝伸展

　　　屈曲筋力

　等速性膝伸展・屈曲筋力についてそれぞれ

のポジショソにおいてレギュラー選手と非レ

ギュラー選手とに分け，表6に平均値と標準

偏差を表した。

　RB・QBの角速度60度／秒時におげる左膝

伸展筋力と左膝屈曲筋力，およびDBの角速

度60度／秒時におげる右膝伸展筋力において，

レギュラ↓選手群が非レギューラー選手群より

有意に高い値を示したが，その他の項目にお

いては有意な差は見られたかった。

7）レギュラー選手のライソ・バックス別形

　　態特性

　アメリカソフットボールのポジショソは，

緒言で述べたようにスポーツ技術および運動

形態の類似性という観点から大きく2つに大

別することができる。その！つがコソタクト

技術中心のLINESであり，もう1つがボー

ルハソドリソグ技術中心のBACKSである。

　LINESには，0L・TE，DL，LBが含まれ

る。一方，BACKSにはRB・QB，WR，DB
が含まれる。

　図1は，レギュラー選手を上述のLINES

（N＝15）とBACKS（N＝17）とに分け，

身長，体重，体脂肪率，除脂肪体重の平均偉

と標準偏差を表したものである。

　いずれの項目ともLINES群がBACKS群

に比べて有意に高い値を示した。

身長（Cm）　　体童（㎏〕　体脂肪鼠％）除脂嚇鮒

菌1　ライソ・バックス別身体特性

＊；＜．05

表6　競技能力別等速性膝伸展・屈曲筋力（一R’ レギュラー群，一N；非レギュラー群）

EX60R　NM EX60LNM FX60R　NM FX60LNM EX300R　NM EX300LNM FX300R　NM FX3∞LNM

OL・TE－R（N・7） 250．8土37．1 264．O土35．9 138．2±13．4 142．0±8．2 124．1±34．7 1釧．O±30．1 86．7±8．5 89．6±6．4

OL・TE－N　N；7 221．O±19．O 241－O±24．4 135．O±21．1 141，1±12．5 105．8±9．6 12「．O±16．1 74．2±30．3 69．2±32．9

RB・QB－R（N＝7〕 233．8土28．5 224．4±33．6＃ 130．O±17．2 131．6±19．ぴ 107．8±10．4 101．4±17．9 78．O士10．8 72．1±12．7

RB・　B－N　N＝6 220．3土33，3 192．6±8．1 112．8±26．8 111．4土29．8 110．3±17．1 89．8±16．1 73．7土22．4 71．3±19．9

WR－R（N＝6） 198．9土12．6 215．1±23．7 116．8±9．8 111．9±13．5 106．5土7．O 112．9±16．2 78．4±3．3 76．9土7．5

WR－N　N≡5 202．9±34．1 202．6土37．0 122．6±11．5 121．5±13．4 93．1±20．5 92．4±20．6 79．3±13．1 75．2±15．2

DL－R（N＝4） 247．2土34．8 229．5±48．1 137，4±33．8 126．5±23．1 103．6±7．9 104．6±8．8 59．2±13．7 71．O±5．5

DL－N　N＝5 226．9±36．6 223．3±10，O 128．2土23．3 119．9±17，7 108二1±29．1 91，9±O．8 51．4±29．5 43．4土24．2

LB－R（N斗） 258．8±26．8 257．3±35．1 、37．1±21，1 142．9±25．1 124．4±11．8 126．7±11．8 72，O±42．9 95．6±16．5

LBiN　N＝4 ．248．8±15．3 229．8±18．8 141．3±29．4 130．7±32．9 1仰．2土15．5 131．7±4．1 84．6土24．7 79．8±19．O

㌔

D8－R（N＝4） 230．9±51．8 228．1±55．4 129，1±11．1申 120．6±11．1 94．6±41．3 105．2±40．6 58．5±43．7 55，4土38．1

DB－N（N＝12） 195．3±44．O 203．7±32．2 112．8±8．5 112．8土8，5 95．2±21．8 77．1±33．3 73．7土12．2 72．7±11．5

＊；P＜．05
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8）レギュラー選手のライソ・バックス別体

　　力特性

　図2は，40ヤード走，垂直跳び，！2分問走，

ベソチプレスにおいてレギュラー選手を

LINESとBACKSとに分け，それぞれ平均

値と標準偏差を表したものである。

　40ヤード走においてはBACKS群が
LINES群に比べて有意に優れていた。

　ベソチプレスでは，LINES群がBACKS

群に比べて有意に高い値を示したものの，垂

直跳び，12分間走においては両者の問に差は

見られなかった。

9）レギュラー選手におけるライソ・バック

　　ス別等速性膝伸展・屈曲筋力

　表7は，等速性膝伸展・屈曲筋力において

レギュラー選手をLINESとBACKSとに分

け，それぞれ平均値と標準偏差を表したもの

である。

4

麗40ヤード走（sec、）

70

LlNES　B眺 LlNES　BACKS

3000

2500

2000

1500

l111l11

1000

500

o
LlNES　8ACKS LlNES螂

團ペンチプレス（㎏）

＊；＜．05

図2　ライソ・バックス別体力特性

表7　ライソ・バックス別等速性膝伸展・屈曲筋力

LlNES

BACKS

EX60R（NM）

252．3±31．7申

221．4土34，4

EX60L（NM）

254．7±37．8申

222，3±35，3

FX60R（NM）

137，7±19．O申

125．4±14．1

FX60L（NM）

138．9土17．4＊

122．1：圭18．1

EX300R（NM）

119．8±25．9申

103．9±21，2

EX300L（NM）

124．1±24．3申

106．2土23．8

FX300R（NM）

76．6土24．8

72．9土23．1

FX300L（NM）

87．3土13．1＊

69，2±21．5

＊；＜．05
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　角速度300度／秒時における右膝屈曲力を除

いて，いずれの項目においてもLINES群が

BACKS群に比べて有意に高い値を示した。

【考察】

　表8は，今回対象となった大学アメリカソ

フットボール選手の高校時代におこなってい

たスポーツ活動の分布を示したものである。

それによると高校時代からアメリカソフット

ポールを行っていた者は，わずか5名である。

最も多いのは野球で14名，次にバスケット

ボール1O名，サッカー6名，バレーボール6

名，その他水泳，ハソドボール，ラグピーと

表8　高校時代所属クラブ

所贋クラブ 人敦

無 8

アメリカンフットポール 5

サツカー 6

スケート 1

パスケットボール 10

バレーボール 6

ハンドボール 5

ラグビー 4

空手 1

剣適 2

水泳 5

卓球 1

野球 14

睦上（短距離）） 2

陸上（中距離） 2

陸上（跳躍） 1

睦上（投郷） 3

実に多様なスポーツ経験者の集団であること

がわかる。ちなみに，高校時代にスポーツ未

経験者は8名であった。大学に入学してから

アメリカソフットボールの競技を始めたもの

が全体の90％を越えているが，このことは今

回対象となったチームに限らず，多くの大学

で認められることであり，現在の大学アメリ

カソフットボールの現状を如実に表している

ものである。そこで，今回の測定結果をアメ

リカソフットボール未経験者である一般学

生，米国の高校・大学アメリカソフットボー

ル選手および経験年数の高い杜会人アメリカ

ソフットボールの測定結果と比較検討するこ

とにより，今後のトレーニソグにおける基礎

資料となりえる，大学アメリカソフットボー

ル選手の身体的特性の間題点を明かにしてい

くことにする。

　まず，形態的特性について，94年度筑波大

学生の身長，体重，体脂肪率13）と比較Lて

みる。それによると，いずれの項目において

もアメリカソフットボールの選手が高い値を

示していた。

　次に同じ項目について，国内3）・4）・1O）およ

び国外1）12）・5）・12）の先行研究と比較してみ

る。まず，国内10）については杜会人アメリ

カソフットボーノレ1部リーグ選手のLINES

において，身長が178．4±418cm，体重が

91．O±12．3kg，体脂肪率が11．9±4．5％およ

び除脂肪体重が80．1±8．2kgである。一方

BACKS群では，身長が174．5±2．1cm，体

重が68．5±9．5kg，体脂肪率が7．6±3．4％お

よび除脂肪体重が63．1±6．5kgである。ま

た，米国の高校生アメリカソフットボール選

手を対象にしたものの報告2）によると，

LINESにおいて，身長が180．9±2．56m，体

重が96．30±4．6kg，体脂肪率が15．1±4．6％

および除脂肪体重が81．1±8．1kgである。

同様にBACKS群では，身長が180．1±5．3

cm，体重が80．5±7．6kg，体脂肪率が10．2±

3．7％および除脂肪体重が72．1±5．3kgであ
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る。すなわち，今回の測定結果と大きく異な

るのは，体脂肪率と除脂肪体重である。図1

に示すとおり，我々の測定では，体脂肪率に

おいてレギュラー選手群のLINESが27．5±

3．8％，BACKSが19．6±1．9％，除脂肪体重

においてレギュラー選手群のLINESが63．1

±3．4kg，BACKSが56．9±5．Okgであり，

体脂肪率において著しく高く，除脂肪体重に

おいては逆に著しく低い値を示している。体

脂肪率と除脂肪体重に限って他の先行研

究1）15），12）をみると体脂肪率においては

全体平均で11．8～14．4％，除脂肪体重におい

ては74．2～90．9kgという報告であり，同様

なことが言える。

　近年のアメリカソフットボール選手の身体

的傾向として，よりサイズの大きな選手の活

躍が目立つ。そのため，コーチの指導方針と

Lて選手の体重増加という点を強化ポイソト

として挙げてきた。しかし，今回のデーター

より，確かにレギュラー選手と非レギュラー

選手との問の形態的な大きな差は，体重およ

び除脂肪体重によるところが判明したわげだ

が，体脂肪率が他チームの選手に比べて著し

く高く，単に脂肪量増加による体重増加とな

りかねない。また，この体脂肪率や除脂肪体

重と無酸素パワー能力との相関が非常に高い

ことも報告されている9）。アメリカソフット

ボールの運動形態を考えたとき，1つ1つの

プレー自体がセヅトプレーであるため，運動

に費やされる時問は約10秒程度である。した

がって，選手の無酸素パワー能力はアメリカ

ソフットボール選手にとって十分必要な体力

要素と考えられ，先行研究においてもチーム

成績と無酸素パワーとの間に非常に高い正相

関があることが報告されている5）。ここにお

いて，身体的特性において体脂肪率と除脂肪

体重の重要性があらためて認識でき，今後，

トレーニソグ面，栄養面においての改善が急

務であると考える。

　次に体力特性を見てみる。垂直跳びや12分

問走においては一般学生より高い値を示して

いる。

　米国高校生アメリカソフットボール選

手2）において40ヤード走がLINESで5．3±

0．3秒，BACKSで418±0．2秒，米国大学アメ

リカソフットボール選手においては40ヤード

走の全体平均で4．81±0．08秒という報告5）

があり，今回の測定との大きな差は見られな

い。

　垂直跳びに関しては，米国高校生アメリカ

ソフットボール選手2）のLINESが53．6±5．3

cm，BACKSが61．0±12．1cm，米国大学ア

メリカソフットボール選手において全体平均

で73．6±4．1cmという報告5）である。今回

の測定ではレギュラー選手のLINESが65．5

±7．5c岬，BACKSが62．2±7．4cmであり，

米国大学生と比較すると低い傾向にあった。

　またベソチプレスにおいては米国高校生ア

メリカソフットボール選手2）のLINESが

141．6±35．5kg，BACKSが106．0±17．7kg，

米国大学アメリカソフットボール選手におい

ては全体平均で157．6±8．3kgと報告5）され

ている。今回の測定ではレギュラー選手の

LINESが116．3±14．5kg，BACKSが100．6

±15．2kgであり，米国大学生に比べてかな

り大きな開きがあることが判明した。

　等速性膝伸展・屈曲筋力については，杜会

人アメリカソフットポール1部リーグ選手の

報告4）がある。角速度60度／秒の膝伸展筋力，

屈曲筋力において，LINESが296．6±30．O

Nm，151．2±19．6Nm，BACKSが230．2±

36．3Nm，147．5±18．7Nmである。今回の

測定の中で，レギュラー選手のLINESが右

膝において252．3±31．7Nm，138．9±17．4，

BACKSが221．4±34．4Nm，122．1±18．1

Nmであり，LINESに一おいて特に低い値であ

った。屈曲力に関しては両群とも低値であっ

た。この値を筑波大学の他の競技スポーツ選

手8）と比べても決して高い値ではない。コ

ソタクト時爆発的なパワーを必要とするこの
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スポーツにおいて，股関節伸展に関与する膝

関節屈曲筋力の低下は，コソタクト時のパフ

ォーマソスにマイナスの影響を及ぼすものと

考えられる。今後，膝関節伸展筋力および屈

曲筋力のバラソスのとれたトレーニソグが重

要である。

　今回の測定データが選手自身の潜在的最大

能力を発揮しているのかは，さらに検討する

必要があるものの，以上のような体力的要素

は，前述した形態的要素との関連も深いと考

えられ，今後さらにトレーニソグ内容の改善

が必要であると考える。

　ところで，アメリカソフットポールでは試

合中選手の交代が自由に行え，このとは控え

選手が多いほど有利に試合を展開できること

が予想できる。そこで，今回それぞれのポジ

ショソにおいてレギュラー選手と非レギュ

ラー選手とに分け，全ての項目において検討

してみたことろ，有意な差まではいかなくて

も，レギュラー選手群が全ての項目において

優れていた。この差が大きいほど，選手層が

薄いことが考えられるため，今後，非レギュ

ラー選手群の値の向上は不可欠である。

　また，ポジショソにおげる役割分担が明確

であることは緒言のところでも述ぺたとおり

であるが，大きく分げるとそのポジショソは，

スポーツ技術および運動形態の類似性という

観点から2つに大別でき，その1つがコソタ

クト技術中心のLINESであり，もう1つが

ボールハソドリソグ技術中心のBACKSであ

った。今後，新入生におげる的確なポジショ

ソの選択や非レギュラー選手群の目標値とし

て，図1，図2に示したレギュラー選手の

LINESとBACKSの各項目におげる値は十

分参考になると考えられる。

【まとめ】

　大学アメリカソフットポール選手について

身長，体重，体脂肪率，除脂肪体重の身体的

特性と40ヤード走，垂直跳び，12分問走，べ

ソチプレス，等速性膝伸展・屈曲筋力の体力

特性を明かにすることを目的とした。

1．アメリカソフットポール選手は一般学生

　に比べて身体的にも体力的にも有意に優れ

　た値を示した。

2．今回対象となった大学アメリカソフット

　ボール選手は，アメリカソフットボールの

　選手としては決して優れた値ではなく，特

　に体脂肪率が高く，除脂肪体重が低い傾向

　にあった。

3．レギュラー選手群と非レギュラー選手群

　との問では，全ての項目においてレギュ

　ラー選手が高い傾向にあったが，特に除脂

　肪体重とベソチプレスでは有意な差がで

　た。

4．ポジショソ別においては，LINESの特

　長として身体的に大きく，絶対筋力が高い

　傾向ある。一方BACKSは，身体的には大

　きくはないが体脂肪率が低く，疾走能力に

　おいて有意に高い傾向にあった。

　以上の結果より，今後さらに身体面および

体力面を考慮しながらトレーニソグ内容の改

善が必要であることが示唆された。
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